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i第 2部会 勤 労 青 少 年

L 　女子 勤労青年の 職場 生活 と教育 意識

大阪府科学教育 セ ソ タ ー 平 田 仁 宏

　15〜18 才段階 の 勤労青年に 対 し て ，い か な る 教育的配慮をする か は 後期中等教育拡充整備方策 の 中

心 的課題で ある 。 われわ れ は
，

こ れ ら勤労 青年教育に 関する基礎的研究 とし て
， 学校教育的立場 か ら，

中卒 ， 高卒者 の 職場生 活の 実態や 生活意識 ， 従事 し て い る仕事 と在学中に 受け た 教育 との 関係な ど に つ

い て 調査研究を行 な つ て きた 。 今回 は
， 社会教育的配慮に よ る ，勤労青年学校制度を 中心 に 勤労青年学

校 の 全 国的 な形態や実施状況を調査する と ともに ， 大阪 府下 で
，

こ の 制 度に 編成さ れ て い る女子勤労青

年に つ い て ， そ の職場実態や教育意識に つ い て 調査 した 。 そ し て ， 彼 らの 職場条件や生 活意識 ， 在籍し

て い る教育機関の 実態や新 しい 教育制度に 対す る希望等を中心 に 調査結果を報 告す る とともに
， 今後の

勤労青年教育に 必要な制度， 内容，条件な どに つ い て
，
2，3 の 提案を お こ ない た い

。
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2． 流 入年 少労働者 の性格 と適 応

東京学芸大学 　菊　池 　美 代志

　 こ の 発表 は ，昭和 40 年 よ り，東京学芸大学社会学研究室で
， 地方中学を卒業 し大都会 に 就職 した年

少労働者を対象 と し て ，行われ て い る動向調査研究 の デー
タ ーの

」 部を利用 し て な され るもの で ある 。

調査結果に よ れ ぽ ， 流入年少労働者は
，

一般に ，出身社会背景に お い て 劣 り，個 人約 資質　（特 に 学業

成績）に お い て 劣る 。
こ の傾 向は

， 出身地域 の 高校進学率 との 間に 相関が認 め られ ， 進学率の 低 い 地域

出身者 よ り も高 い 地域 出身者 に お い て
一層顕著で あ り ， 進学率 の 低い職業 （農業） 出身老 よ りも 高 い

職業 （非農業）出身者に お い て 一層顕著 で ある Q 流入年少労働老は ， 今後進学率の 上 昇に 伴 い ，こ うし

た 下積み的性格を
一
層色濃 くして い くで あろ う。 他方，進学率の 上昇に 伴い

， 雇傭問題の焦点は ，中卒

者を離れ て ，高卒者に 移ろ うと して い る 。 こ の 意味で ，彼等は ，ます ます 忘れ られた 存在に な ろ うとし

て い る 。 こ の 研究は ，彼等が都会生活 に 入 る に あた つ て ，い わば運命と して背負つ て来た下積み的性格

が ， 大都会 と りわ け職場に 対す る適応 に ど う作用 し て い る か を，明 らか に しよ うとす るもの で ある 。
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